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瓶
暗

う
ら
う
ら
と
　
昭
…
れ
る
光
に
　
け
ふ
り
あ
ひ
て

　
咲
き
し
つ
も
れ
る
山
さ
く
ら
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牧
水

春
の
番
り
に

　
　
　
　
　
騰
わ
れ
て

　
＝
一
月
十
四
日
、
宮
崎
に
春
を
呼
ぶ
イ

ベ
ン
ト
「
み
や
ざ
き
フ
ラ
ワ
ー
プ
エ
ス

タ
」
が
開
幕
し
ま
し
た
。
「
こ
ど
も
の
く

に
」
を
メ
イ
ン
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
共
催
会
場
と
な
っ
た
牧
水
公
園
で

も
色
と
り
ど
り
の
花
が
咲
き
ほ
こ
り
、

牧
水
庵
に
勤
め
る
み
な
さ
ん
も
し
ば

し
仕
事
の
手
を
休
め
、
春
の
香
り
を
満

喫
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
フ
ラ
ワ
ー

フ
ェ
ス
タ
は
四
月
六
日
ま
で
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
，
ζ
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東
郷
町
国
屍
健
康
像
険

憬
健
福
祉
総
含
セ
ン
タ
ー

『
や
ず
ら
き
飼
』
オ
ー
プ
ン

　
東
郷
町
は
、
平
成
七
年
四
月
現
在
で
人
口
に
占
め
る
高
年
齢
者
（
六

十
五
歳
以
上
）
の
比
率
が
二
十
六
％
を
超
え
、
宮
崎
県
で
も
高
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
高
齢
化
社
会
の
中
で
、
真
に
長
寿
社
会
を
喜

び
充
実
し
た
も
の
に
す
る
た
め
に
、
健
康
と
生
き
が
い
と
潤
い
の
あ

る
町
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
よ
り
高
度
な
医
療
・
保
健
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
い
つ
で
も

誰
で
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
ま
た
来
る
べ
き
二
十
一
世

紀
に
向
け
た
新
た
な
東
郷
町
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
確
立
の
た
め

に
、
東
郷
病
院
の
隣
に
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
『
や
す
ら
ぎ
館
』
が

建
設
さ
れ
、
四
月
一
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係⑲2111㈹まで〉

　　　　　　　じ③蠣8こ”り

木
村
映

《謹

町
長

～
ン
2

さ
鵡

　
今
、
全
国
各
地
の
地
方
自
治
体
で

も
っ
と
も
大
き
な
課
題
は
、
急
速
に

進
行
す
る
高
齢
化
、
急
増
す
る
医
療

費
、
要
介
護
等
で
あ
り
保
健
、
医
療
、

福
祉
へ
の
対
応
は
国
家
的
な
課
題
と

も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
私
は
、
町
長
就
任
以
来
、
「
町
民
の

皆
様
の
健
康
づ
く
り
と
高
齢
化
時
代

に
対
応
し
た
福
祉
社
会
の
実
現
」
を

町
政
の
主
要
課
題
と
し
て
進
め
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
幸
い
平
成
八
年
度

に
厚
生
省
の
所
管
事
業
で
あ
る
保
健

福
祉
総
合
整
備
事
業
を
導
入
す
る
こ

と
が
で
き
、
い
よ
い
よ
4
月
1
日
開

所
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
施
設
は
後
述
の
と
お
り
で
あ

り
ま
す
が
、
保
健
、
医
療
、
福
祉
を
総

合
的
に
連
携
し
な
が
ら
町
民
の
皆
様

が
幸
せ
を
実
感
で
き
る
よ
う
な
、
心

の
こ
も
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。
町
民
の
皆
様
に

は
ご
期
待
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
ど

な
た
で
も
い
つ
で
も
ご
利
用
い
た
だ

き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

谷
川
　
誠
セ
ン
タ
ー
所
長

　
　
東
郷
町
保
健
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
の
開
設
に
あ
た
り
ご
あ
い
さ
つ

申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
度
建
設
さ
れ

た
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
は
九
州

で
は
三
番
目
、
宮
崎
県
で
は
一
番
目

の
開
設
で
あ
り
ま
す
。
中
に
は
健
康

管
理
セ
ン
タ
ー
や
高
齢
者
・
身
障
者

の
皆
さ
ん
に
対
す
る
福
祉
部
門
が
入

り
、
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
よ
り
充
実

し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

　
家
族
の
方
が
脳
卒
中
な
ど
の
病
気

で
障
害
が
残
り
、
自
宅
療
養
が
必
要

に
な
っ
た
場
合
や
家
庭
内
で
の
介
護

が
困
難
に
な
っ
た
場
合
な
ど
い
つ
で

も
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

　
ま
た
、
予
防
接
種
業
務
、
検
診
業

務
も
今
ま
で
よ
り
充
実
し
た
も
の
と

な
り
ま
す
。
そ
の
他
に
料
理
実
習
室

も
あ
り
ま
す
の
で
、
料
理
教
室
等
を

行
わ
れ
る
場
合
は
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　
東
郷
町
民
の
方
の
多
く
の
御
利
用

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

禰
ソ
，
　
，
勃

町
民
が
健
康
で
、
安
心
し
て
生
涯
を
暮
ら
せ
る
た
め
に
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★
健
康
管
理
部
門

　
．
今
ま
で
役
場
福
祉
生
活
課
で
実
施
し
て
い
た
各
種
検
診
業
務
・
健
康
相
談
等
の
実
施

　
．
成
人
病
予
防
等
健
康
に
つ
い
て
、
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
て
い
た
だ
く
た
め
の
啓
発
業
務

　
・
各
予
防
接
種
、
保
健
婦
に
よ
る
指
導
業
務

　
・
そ
の
他
の
保
健
衛
生
に
か
か
る
業
務
等

☆
福
祉
部
門

　
・
障
害
者
、
高
齢
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
業
務
等

　
・
福
祉
訪
問
員
の
派
遣
業
務

★
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
・
自
宅
で
の
療
養
生
活
を
訪
問
看
護
婦
が
支
え
ま
す

★
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

　
．
在
宅
介
護
の
相
談
受
付
等
（
夜
間
の
相
談
は
町
立
病
院
で
受
け
付
け
て
、
支
援
セ
ン
タ
ー
に
引
き
継

　
　
ぎ
ま
す
）

☆
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
部
門

　
．
社
会
福
祉
協
議
会
主
管
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
・
介
護
ヘ
ル
プ
事
業

施
設
名
称
：
東
郷
町
国
民
健
康
保
険
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
（
愛
称
：
や
す
ら
ぎ
館
）

所
在
地
：
東
郷
町
大
字
山
陰
丙
一
、
四
＝
二
番
地

電
話
番
号
：
0
9
8
2
⑲
3
3
6
7
（
代
表
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲
3
3
2
0
（
F
A
X
）

※
以
前
、
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
の
愛
称
を
募
集
し
ま
し
た
が
、
た
く
さ
ん
の
応
募
の
中
か
ら
若
齢
の
川

　
越
ヤ
ス
ヨ
さ
ん
の
作
品
「
や
す
ら
ぎ
館
」
に
決
定
し
ま
し
た
。
町
民
の
皆
さ
ん
こ
の
「
や
す
ら
ぎ
館
」
を

　
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報係⑲2111㈹まで〉
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二
月
十
八
日
（
火
）
町
中
央
公
民
館

で
第
六
回
合
同
金
婚
式
が
行
わ
れ
、

三
十
二
組
の
夫
婦
が
め
で
た
く
金
婚

を
迎
え
ま
し
た
。

　
式
で
は
出
席
し
た
二
十
二
組
四
十

二
人
に
木
村
町
長
が
金
婚
証
書
と
記

念
品
を
手
渡
し
、
今
ま
で
の
労
を
ね

ぎ
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
後
来
賓
を
代

表
し
、
甲
斐
善
重
郎
議
員
が
「
皆
さ
ん

は
私
達
に
素
晴
ら
し
い
時
代
を
つ

く
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
今
後
も

お
体
を
大
切
に
さ
れ
、
来
る
べ
き
二

十
一
世
紀
を
元
気
に
お
迎
え
く
だ
さ

い
。
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
そ
れ

に
対
し
、
金
婚
者
を
代
表
し
て
福
瀬

の
平
野
武
士
さ
ん
が
「
本
日
は
こ
の

よ
う
な
式
を
催
し
て
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
結
婚
当
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん

を
思
い
出
し
二
人
で
よ
く
や
っ
て
き
　
さ

た
も
の
だ
と
感
慨
も
天
で
す
．
今
趾

後
も
高
齢
者
と
し
て
の
立
場
で
町
政
鴨

に
協
力
し
て
い
き
た
い
。
」
と
謝
辞
を
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀬

述
べ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
福

　
金
婚
者
の
方
々
は
結
婚
当
時
の
苦
　
喝

労
話
や
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
、
　
継

そ
の
後
行
わ
れ
た
民
謡
な
ど
の
ア
ト
　
辞

ラ
ク
シ
・
ン
を
見
て
和
や
か
な
ひ
と
瑚

と
き
を
過
ご
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田

進
・
フ
ミ
夫
妻

　
・
五
十
年
間
苦
楽
を
共
に
し
、
一
一
人
元
気
で
金
婚

式
を
迎
え
ら
れ
て
本
当
に
う
れ
し
い
。

　
・
こ
れ
ま
で
い
ろ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が

こ
ん
な
に
祝
福
し
て
い
た
だ
き
本
当
に
う
れ
し
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ミ
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甲
斐
　
實
・
ハ
ル
エ
夫
妻
　
　
　
　
　
、
．

　
・
今
日
の
日
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
う
と

と
も
に
戦
死
し
た
友
人
や
一
人
暮
ら
し
の
方
々
の
こ
と

を
考
え
る
と
本
当
に
幸
せ
だ
と
思
う
。

　
・
こ
う
い
う
式
を
し
て
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
る
。
お

礼
の
意
昧
も
込
め
て
今
後
も
仲
良
く
や
っ
て
い
き
た
い
。

撫
響
鞭

生
涯
学
習
推
進

　
　
　
　
　
　
　
　
大
会

自
治
公
民
館

　
各
学
級
・
教
室
で
学
ん
だ
こ
と
を

お
互
い
に
発
表
し
あ
い
、
さ
ら
に
自

治
公
民
館
の
地
域
づ
く
り
の
実
践
活

動
を
確
認
し
合
う
場
と
し
て
東
郷
町

生
涯
学
習
推
進
・
自
治
公
民
館
大
会

が
二
月
二
十
三
日
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
生
涯
学
習
講
座

の
各
学
級
・
教
室
生
や
公
民
館
関
係

者
約
五
百
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
開
会
行
事
で
は
生
涯
教
育
推
進
会

議
会
長
の
木
村
映
一
町
長
が
あ
い
さ

つ
し
、
各
学
級
・
教
室
の
代
表
者
】

人
一
人
に
修
了
証
書
を
手
渡
し
ま
し

た
。
そ
の
後
学
級
と
自
治
公
民
館
の

輝
く
女
性
の
集
い

　
一
月
二
十
六
日
、
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
に
女
性
、
自
治
公
民
館
関
係
者

約
五
百
五
十
名
が
参
加
し
て
女
性
間

代
表
三
人
に
よ
る
事
例
発
表
、
ダ
ン

ス
と
大
正
琴
の
披
露
な
ど
が
あ
り
、

最
後
に
志
賀
義
勇
先
生
の
講
演
で
大

会
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

ノ

、
静
．

こ
れ
か
ら
も
お
幸
せ
に

題
地
域
セ
ミ
ナ
ー
「
輝
く
女
性
の
つ

ど
い
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
つ
ど
い
は
、
町
内
の
十
一
の

女
性
団
体
が
結
集
し
て
、
日
頃
あ
た

り
ま
え
の
よ
う
に
見
過
ご
し
て
き
た

こ
と
、
日
頃
気
に
な
っ
て
い
る
こ
と

な
ど
女
性
を
取
り
ま
く
環
境
を
見
直

し
、
女
性
問
題
を
考
え
る
契
機
と
す

る
た
め
に
開
催
し
た
も
の
で
、
六
人

の
意
見
発
表
、
木
下
明
美
先
生
の
「
女

の
言
葉
が
男
を
変
え
る
」
と
題
し
て

の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
午
後
は

自
治
公
民
館
単
位
ご
と
に
踊
り
な
ど

の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
お
楽
し
み
抽

選
会
が
行
わ
れ
、
盛
会
の
内
に
終

わ
っ
た
よ
う
で
す
。

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111㈹まで〉
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尊敬される人になりたい

　　私はおばあちゃんが大好きです。おばあちゃんはとても強くて独立心旺盛な女の人でした。おばあ

　ちゃんは第二次世界大戦の後、夫と一人の息子（私の父）と一緒にイギリスからオーストラリアに移住

　し、小さなブドウ園を作りました。おじいちゃんが早く亡くなりましたのでおばあちゃんは長い間一人

　でブドウ園を切り盛りしていました。私はよくおばあちゃんを手伝いましたが、一緒に仕事をしたり、

　話をしたりするのが大好きでした。だから、東郷町でたんぼで働くおばあちゃんの姿を見かけると、私

　のおばあちゃんのことを思い出します。

　　オーストラリアは、日本と同じでお年寄りの数が多い国です。しかし、たいていのお年寄りは子供と

　一緒に暮らさずに、老人ホームか、お年寄りだけで生活しています。ですから一人暮らしのお年寄りも

　結構いるようです。オーストラリアでは男の人は定年が65歳、女の人が60歳です。退職後経済的に恵ま

　れない人は政府から年金が支給されますが、生活していくのに充分という金額ではありません。

　　中国でもお年寄りは多いようです。北京では朝5時頃からたくさんのお年寄りが散歩をしたり、太極

　拳をしたり、気功をしたり、将棋を指したりしています。

　　私が北京で住んでいたアパートのまわりの人はほとんどお年寄りでした。そしてそのアパートには

　外国人は私一人しか住んでいませんでした。最初はまわりから怪しげな外国人というふうに見られて

　いたようです。一人のおばあさんは毎日私のアパートに来て「早く出ていけ」と大声で叫びました。し

　かしそんなふうに見られたことが後でよく理解できました。お年寄りは若いときに外国と戦争をし、た

×XXXXX×XXXXX 竅@いへん苦労をしましたし、また、最近までまわりに外国人が全然いなかったから

られたことが後でよく理解できました。お年寄りは若いときに外国と戦争をし、た
　

ヌ

x

x

x

X

X
）
（

x
）
（

X

X
）
（

X
x

X
x
）
（

いへん苦労をしましたし、また、最近までまわりに外国人が全然いなかったから

です。しかし少しずつ時間をかけ彼女とも、まわりの人達とも友達になりまし

た。特に隣の80歳のおばあさんが大好きでした。そのおばあさんは質素な部屋で

一人で生活していました。よく仕事から帰っておばあさんと一緒のテレビを見

たり、お話をしたりしました。おばあさんの若い頃の話を聞くのがとても楽しみ

でした。そしてそのおばあさんは15歳のとき日中戦争を体験し、ひどい仕打ちを

受けたりしたのだそうですが、私の日本人の友人を心から歓迎してくれました。

私は寛容な心を持つ彼女をとても尊敬しています。そしていずれは私も年を重

ねて行くわけですが彼女のように人から尊敬されるお年寄りになれたらいいな

と思っています。

×、X×〉〈×、〉＜×XX．××XX×X＞＜×X＞＜、》〈〉〈〉＜XX＞＜×X＞〈X×〉〈×〉〈×〉〈××〉〈××〉〈〉〈×〉く××

畜
産
だ
よ
り

　
一
月
期
子
牛
セ
リ
市
の
本
町
か
ら

出
荷
分
の
結
果
、
及
び
最
高
額
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

東
臼
杵
郡
市
畜
連
セ
リ
（
東
郷
支
店

管
内
）
5
9
頭
出
場

　
雌
平
均
　
3
8
4
、
8
4
9
円

　
去
勢
平
均
4
4
5
、
9
2
9
円

最
高
額

　
雌
部
　
福
瀬
岩
田
正
美
　
ま
さ
ひ
ら
号

　
　
　
　
6
0
5
、
6
4
0
円

　
去
勢
部
　
仲
深
　
水
野
和
徳
　
光
平
号

　
　
　
　
5
6
7
、
5
3
0
円

児
湯
郡
市
畜
連
セ
リ
（
美
々
津
支
店

一
迫
地
区
）
1
3
頭
出
場

　
雌
平
均
　
3
6
4
、
0
0
2
円

　
去
勢
平
均
5
0
8
、
0
4
7
円

最
高
額

　
雌
部

ま
ゆ
み
号

去
勢
部

山
之
口
　
橋
口
政
美
　
よ
し

　
5
7
8
、
8
6
0
円

庭
田
　
黒
木
藤
雄
　
安
雄
号

6
0
2
、
5
5
0
円

　
三
月
期
和
牛
仔
牛
共
進
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
本
町
か
ら
八
頭
出
品

し
て
い
ま
す
。
成
績
は
次
の
と
お
り

で
す
。

東
臼
杵
郡
市
品
評
会
（
三
月
期
）

△
雌
部
（
仔
牛
）

　
山
田
加
一
は
な
い
ち
の
一
号
　
二
等
賞

　
海
野
八
三
た
か
よ
号
　
　
　
　
三
等
賞

　
黒
田
忠
義
や
す
み
号
　
　
三
等
賞

△
去
勢
部
（
仔
牛
）

　
岡
村
増
義
隆
秀
号
　
　
　
　
　
一
等
賞

　
藤
栄
岩
見
藤
平
号
　
　
　
　
　
二
等
賞

　
稲
凪
　
守
富
士
贈
号
　
　
　
　
二
等
賞

△
団
体
成
績
第
8
位

児
湯
郡
市
品
評
会
（
三
月
期
）

△
雌
部
（
仔
牛
）

　
海
野
君
代
ま
ゆ
み
9
6
号
　
　
　
優
等
賞

　
黒
木
万
好
ひ
で
さ
く
ら
号
　
　
一
等
賞

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑳2111㈹まで〉
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童ど鞘まちのアルバム
。
ザ
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馳、冊Lρ㌃｝」／レ／　　　　　坪小・越小集合学習
　　一醤」
　小規模の学校が合同し、共に学び、成就感を味わう

ことを目的に坪谷小と越表小が集合学習を実施しまし

た。少人数では学習成果が上がりにくい体育と音楽の

授業を行いましたが、参加した児童達は多くの友達と

のふれあいの中で競い合う心、協力する態度、励まし

合う心などを学習を通して学んでいたようです。

暢

　　農作業安全運動大会本町で開催

幽　平成8年度の農作業安全運動大会が町総合文化センターで行われました。この大会は農作業安全対策の推

進を目的として開催されたもので、県内から約200名

が参集しました。大会内容は、新増氏による講演と5

名のパネラーによるパネルディスカッションで活発な

意見交換が行われ、最後に大会決議の採択により大会

が終了しました。

第3次東郷町総合長期計画の答申

譜　町では、将来の町民生活の安定と向上のために、長期的な視点にたってより豊かで潤いのある町づくりの

指針とすべく「第3次東郷町総合長期計画」の策定を

進めてきました。その原案について町民各分野の代表

者からなる東郷町振興計画審議会に諮り、審議が行わ

れていましたが、審議会の橋口清会長から町長に対し

て答申がなされました。

物産芸能まつり

h開…
閲嚇■聯．鱒

　宮崎市のシーガイア・パラダイスガーデンにおいて、

日向・東臼杵南部8市町村による物産芸能まつりが開

催され、町人会をはじめ多くの人でにぎわいました。

本町からもふるさと市場開設グループによる特産品の

販売や、郷土芸能として「冠太鼓」が出演しました。

／
／㌧

◎動　◎適霞蘭ウ貯，

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係⑲2111（14）まで〉
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松
原
繁
男

　　　東郷町

瀞わ
謙趣 　

江
戸
昏
ヲ
ひ
磯
昌
　
　
，

　
　
　
「

　
　
　
　
鴨

　
　
　
噺
喚

V、

　レ
’… hノ
　　　轟
　　　」

艶薬（
．
，
孟

泌
・

　
．
、

9
　
●
．

，

畢

鶴

さ
ん

（
6
8
歳
）盆

○
出
身
地

　
羽
坂
硯
野

○
生
年
月
日

　
昭
和
三
年
六
月
二
十
五
日

○
実
家
の
現
在
の
世
帯
主

　
松
原
美
生

○
現
在
の
住
所

　
北
九
州
市
　
小
倉
南
区

○
近
況

　
北
九
州
に
住
ま
れ
て
三
十
年
ほ
ど

に
な
ら
れ
る
そ
う
で
す
が
、
そ
の
間

北
九
州
宮
崎
県
人
会
の
発
足
等
に
ご

尽
力
い
た
だ
き
、
そ
の
後
も
理
事
と

し
て
会
を
盛
り
立
て
て
お
ら
れ
ま

す
。

　
園

　
【
で

、」

★
☆
み
3
ぐ
と
6
思
い
出
憾
な
し
☆
★

大
川
（
耳
川
）
を
偲
ん
で

　
朝
夕
に
冠
岳
を
仰
ぎ
川
に
囲
ま
れ

た
環
境
の
も
と
に
、
生
ま
れ
育
っ
た

故
郷
山
陰
が
あ
る
。

　
す
で
に
郷
里
を
離
れ
て
半
世
紀
が

経
過
し
て
い
ま
す
が
、
年
と
と
も
に

郷
愁
の
念
は
一
入
で
す
。
町
内
の
中

央
を
流
れ
る
大
川
は
い
ろ
い
ろ
な
文

化
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
先
人
達
は

生
活
の
場
と
し
て
交
通
が
不
便
な
時

代
に
こ
の
豊
富
な
水
量
を
利
用
し
て

高
瀬
舟
を
仕
立
て
、
産
物
（
木
炭
、
穀

物
類
）
を
積
み
込
み
美
々
津
港
ま
で

運
搬
、
返
り
荷
と
し
て
生
活
物
資
を

舟
戸
付
近
ま
で
運
ん
だ
と
い
い
ま

す
。
本
当
に
有
り
難
い
川
だ
っ
た
と

聞
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
川
こ
そ
幼
少
時
代
私
達
を
育

ん
で
く
れ
た
唯
一
の
遊
園
地
で
し

た
。
清
く
美
し
く
昔
か
ら
鮎
や
ウ
ナ

ギ
、
多
種
の
魚
貝
類
が
生
息
し
、
夏
と

も
な
れ
ば
同
僚
や
友
人
達
と
と
も
に

泳
い
だ
り
釣
り
を
し
て
楽
し
み
、
ま

る
で
河
童
同
然
の
よ
う
に
川
遊
び
に

興
じ
た
も
の
で
す
。

　
今
は
年
に
何
回
か
里
帰
り
す
る
く

ら
い
で
す
が
、
見
る
限
り
で
は
川
の

流
水
も
変
わ
り
昔
の
よ
う
な
透
明
さ

も
あ
り
ま
せ
ん
。
話
を
聞
く
と
鮎
も

少
な
く
生
息
す
る
魚
の
種
類
も
変

わ
っ
て
き
て
い
る
と
聞
き
本
当
に
残

念
で
淋
し
い
か
ぎ
り
で
す
。
あ
の
美

し
か
っ
た
自
然
の
清
流
は
町
民
の
宝

で
し
た
。
あ
の
頃
の
よ
う
に
現
在
の

川
が
ま
た
い
っ
か
豊
か
な
水
流
を
呼

び
戻
し
て
、
魚
が
た
く
さ
ん
泳
ぎ
、
子

供
達
が
釣
り
を
し
た
り
し
て
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る
川
に
蘇
っ
て
ほ
し
い

も
の
で
す
。

　
古
代
か
ら
伝
わ
る
恵
ま
れ
た
自
然

に
ふ
れ
あ
う
こ
と
の
で
き
る
故
郷
を

誇
り
に
思
う
と
と
も
に
、
ま
す
ま
す

発
展
す
る
東
郷
町
で
あ
っ
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

＜
旧
東
郷
橋
か
ら
見
た
大
川
（
耳
川
）
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短
歌
尾
鈴
短
歌
会

寒
風
の
荒
ぶ
島
根
の
磯
い
わ
に

海
猫
の
已
下
近
く
み
る

　
　
　
　
　
　
　
三
浦
園
男

座
敷
牢
入
れ
ら
し
ご
と
籠
も
り
い
て

沈
む
心
で
ギ
ブ
ス
見
詰
め
る

　
　
　
　
　
　
　
黒
木
ピ
サ

今
日
も
亦
牛
と
過
ご
さ
ん
も
ろ
き
足

労
り
乍
ら
地
下
足
袋
を
穿
く

　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

山
里
の
時
雨
る
夜
半
に
聞
こ
え
く
る

左
近
太
郎
の
耳
朶
に
の
こ
れ
り

　
　
　
　
　
　
　
木
村
秋
男

春
浅
き
さ
ざ
ん
か
の
花
さ
み
し
か
り

雨
に
う
た
れ
て
散
り
ゆ
く
朝

　
　
　
　
　
　
　
木
村
衣
木
子

冬
枯
の
山
よ
り
下
り
て
庭
に
来
る

鳥
は
哀
れ
と
姉
の
眩
く

　
　
　
　
　
　
　
小
山
貞
代

春
告
ぐ
る
ほ
ろ
苦
き
味
蕗
の
夢

凍
て
た
る
庭
に
緑
の
淡
し

　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
鈴
子

冬
過
ぎ
て
残
る
枯
葉
の
一
つ
な
く

林
に
透
る
日
射
し
の
ぬ
く
し

　
　
　
　
　
　
　
寺
原
八
重
子

お
遍
路
と
な
り
て
四
国
の
寺
々
を

巡
ら
む
と
思
い
に
年
月
過
ぎ
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
本
多
ト
メ
子

久
方
に
寒
の
雨
降
り
冷
え
込
み
て

今
日
来
た
る
神
門
の
山
に
雪
積
む

　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

寒
空
に
半
月
仰
ぎ
し
北
満
の

歩
哨
の
夜
の
長
き
想
い
出

　
　
　
　
　
　
　
橋
口
忠
孝

速
川
の
社
に
妻
と
詣
で
き
て

厄
年
の
子
の
幸
を
祈
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
植
野
茂
樹

さ
く
さ
く
と
踏
み
ゆ
く
雪
の
深
き
に
も

東
北
の
旅
は
心
と
き
め
く

　
　
　
　
　
　
　
東
村
吉
市
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巨艦
▲題「楽しい保育園」

　鶴野内　中水流の

矢野公大くん（5歳）

父：矢野一彦さん

母：　いすずさん

○好きな食べ物は何ですか？

　ぶどう、もも

○好きな遊びは何ですか？

　ブロック遊び

○大きくなったら何になり

　たいですか。

Q
、
多

　　　晒㍉　い鴫
範‘’圃ぶ㌔、ご謬砂

　鶴野内　下村の

黒木由喜子さん（5歳）

父：黒木建司さん

母：　　美喜代さん

○好きな食べ物は何ですか？

　メロン、お肉

○好きな遊びは何ですか？

　ままこと

○大きくなったら何になり

　たいですか。

　ケーキやさん

逼
　
　
今

銘
‘
ダ
酬

、重　 一一　Ψ潤胃、　　　＿コ・一岬し『

▲題「楽しい保育園」

畷

・
噛
．
・
を
・
幸
．
・
・
や
・
舜
二
醸
・
・
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・
曹
・
中
ス
曹
藁
・
・
曹
・
曹
ふ
◇
轟
◇
蕊
下
・
曹
e
琴
ふ
◇
◇
㎝
◇
Q
㎝
◇
◇
牙
＆
⇔
⇔
竪
◇
竪
＆
⇔
◎
7
0
㎝
0
つ
㎝
σ
0
㈱
Q
O
㈱
O
菅
0
㈲
⇔
＆
Q
⇔
㎝
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7
◎
7
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働
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◎
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◇
働
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◇
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＆
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街桔舌題
r看　豪

成合雪行さん特別功

労表彰を受ける

　町議会議長の成合洋行さん

が、四期・約十四年という長

きににわたり議員を勤めら

れ、町議会のために尽力し地

方自治の振興発展に貢献され

たとして全国町村議会議長会

から、特別功労表彰を受けま

した。　　　　1

表
彰
蔽馳

「
ろ
．
－
葬

気
．

交
通
安
全
だ
よ
り

・
署
名
簿
提
出
で
事
故
防
止
を
／

　
最
近
高
齢
者
や
子
供
な
ど
交
通
事

故
が
目
立
っ
て
お
り
、
東
郷
町
で
も

大
き
な
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
一
月
末
現
在
で
本
町
の
交
通

事
故
第
一
当
事
者
ワ
ー
ス
ト
順
位

（
人
口
一
万
人
当
た
り
比
）
は
、
県
全

体
で
二
十
五
位
で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
多
発
す
る
交
通
事
故

の
防
止
に
つ
な
げ
よ
う
と
、
日
向
地

区
交
通
安
全
協
会
東
郷
支
部
で
は
各

地
区
に
署
名
簿
を
配
布
し
、
安
全
運

転
等
の
コ
メ
ン
ト
を
付
し
た
六
百
人

の
署
名
を
集
め
ま
し
た
。
そ
し
て
二

月
六
日
、
そ
の
署
名
簿
を
東
郷
支
部

長
の
東
村
吉
市
氏
が
日
向
署
に
提
出

し
事
故
防
止
を
宣
言
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
対
し
、
森
原
日
向
署
長
さ
ん
は

「
無
事
故
無
違
反
を
お
願
い
し
ま

す
。
」
と
こ
た
え
て
い
ま
し
た
。

　
　
熱

・
春
の
交
通
安
全
運
動

　　　　　　　　　　　　　　　　　　．一　　　　　　　　　　　　　　　　　　ψ9　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　　　　　　　　　　　　　　　　9一　　　　　　　　　　　　　　　ψφ　　　　　　　　　　　　　　・ひ　　　　　　　　　　　　　ψひ　　　　　　　　　　　　・ひ　　　　　　　　　　　　ワφ　　　　　　　　　　　ゆψ　　　　　　　　　　ψφ　　　　　　　　　9φ　　　　　　　　ρψ　　　　　　　σ一　　　　　　　．9　　　　　　．一　　　　　〇ψ　　　　一ψ　　　．ひ　　ψサ　σ9　9φψφ

勤ロ∋「1

▲署名簿を提出する東村吉市支部長

　　　　　　　　　　　　σψ　　　　　　　　　　　・“　　　　　　　　　　oψ　　　　　　　　　　oψ　　　　　　　　　ψひ　　　　　　　　oφ　　　　　　　ψひ　　　　　　9■　　　　　ゆひ　　　　oφ　　　　∂ひ　　　ψo　　・一　ゆ一ρφφ 　
国
民
一
人
一
人
が
交
通
ル
ー
ル
の

遵
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践

を
習
慣
づ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通

事
故
防
止
の
徹
底
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
実

施
さ
れ
ま
す
。
四
月
六
日
か
ら
十
日

間
行
わ
れ
る
運
動
で
は
、
「
交
通
安
全

マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
と
思
い
や
り
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
「
高
齢
者
と
子
供
の
交

通
事
故
防
止
」
、
「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の

着
用
の
徹
底
」
を
重
点
項
目
に
掲
げ

家
庭
、
学
校
、
職
場
、
地
域
が
一
体
と

な
っ
た
幅
広
い
交
通
安
全
活
動
を
展

開
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
し
た
気
の
ゆ
る
み
や
安
全

確
認
を
怠
っ
た
た
め
に
大
事
故
に
つ

な
が
る
ケ
ー
ス
も
多
い
と
聞
き
ま

す
。
歩
行
者
も
運
転
者
も
相
手
を
思

い
や
る
気
持
ち
、
譲
り
合
う
気
持
ち

を
持
っ
て
交
通
事
故
防
止
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

「
1
・
l
l
l
．
1
や
一
・
1
・
l
b
l
り
一
．
1
噺
1
．
1
噺
◎
◎
9
り
9
・
噸
σ

の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

”
文
化
協
会
囲
碁
ク
ラ
ブ
御

平
成
九
年
二
月
十
六
日

　
優
勝
佐
藤
義
貞

　
準
優
勝
　
中
田
豊

　
三
　
位
　
寺
原
　
弘

平
成
九
年
三
月
九
日

　
優
勝
岩
本
米
利

　
準
優
勝
　
寺
原
　
弘

　
三
　
位
　
橋
口
乱
丁

　　　　 　　　　　 　　　　　
三一初　一二三
段幽幽　級級段
）　 ）　 ）　　　　　 ）　 ）　）

■

r
l
l
l
噸
奪
1
ら
◎
奪
－
奪
－
噺
－
聾
ら
懸
1
ら
1
亀
．
し
噸
l
l
亀
－
亀
1
、
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　　　　　　　じ⑨鰯粘弓ご’り

　
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
最
近
は

少
し
ず
つ
暖
か
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
ご
機
嫌
い
か
が
で
す
か
。

　
病
院
紹
介
、
医
療
費
ア
ッ
プ
等
の

お
話
も
時
々
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

が
ど
う
し
て
も
本
題
が
短
く
な
る
た

め
今
回
は
見
送
り
で
す
。

　
先
月
ま
で
肥
満
、
禁
煙
、
運
動
不
足

な
ど
に
つ
い
て
簡
単
に
お
話
し
し
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
各
々
成
人
病

の
危
険
因
子
と
な
り
ま
す
。
今
回
は

偏
食
に
つ
い
て
お
話
し
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
世
の
中
に
は
凝
り
性
の
人
が
多

く
、
食
べ
物
に
つ
い
て
も
例
外
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
あ
る
食
べ
物
が
気
に

入
る
と
毎
日
飽
き
も
せ
ず
そ
れ
ば
か

り
食
べ
て
い
る
人
が
い
ま
す
。
こ
れ

は
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
が
悪
い
の
は
い

う
ま
で
も
な
く
、
特
定
の
食
べ
物
だ

け
と
っ
て
い
る
と
危
険
な
物
質
が
体

内
に
蓄
積
し
て
き
ま
す
。
そ
れ
が
発

癌
物
質
だ
っ
た
ら
と
ん
で
も
な
い
こ

と
に
な
り
ま
す
（
例
え
ば
一
見
体
に

良
さ
そ
う
な
ゼ
ン
マ
イ
に
も
微
量
な

が
ら
発
癌
物
質
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
）
。
輸
入
品
な
ど
に
は
防
腐
剤
が
使

わ
れ
た
り
も
し
ま
す
。
危
険
は
極
力

分
散
さ
せ
た
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

厚
生
省
は
一
日
に
三
十
品
目
以
上
の

食
品
を
食
べ
る
よ
う
に
薦
め
て
い
ま

す
。
三
十
品
目
と
い
う
と
い
か
に
も

多
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
が
、
汁
物
や

サ
ラ
ダ
を
見
て
も
数
種
類
の
食
品
が

入
っ
て
お
り
、
普
通
に
食
事
を
し
て

い
れ
ば
そ
ん
な
に
意
識
し
な
く
て
も

自
然
に
と
れ
て
い
ま
す
（
一
人
暮
ら

し
な
ど
で
っ
く
る
の
が
面
倒
と
い
う

人
は
お
か
ず
が
少
な
く
な
り
が
ち
で

す
の
で
意
識
し
て
多
く
の
も
の
を
と
る

よ
う
に
心
が
け
る
と
良
い
で
し
ょ
う
）
。

　
食
事
の
と
り
方
は
、
信
号
の
時
間

と
同
じ
で
赤
と
青
は
長
く
、
黄
色
は

短
く
で
す
。
赤
は
蛋
白
質
、
青
は
緑
黄

色
野
菜
で
各
々
し
っ
か
り
と
り
ま

す
。
残
る
黄
色
は
、
ご
飯
や
麺
類
、
穀

類
、
甘
い
も
の
の
炭
水
化
物
と
脂
肪

で
す
が
、
少
し
控
え
め
に
し
て
カ
ロ

リ
ー
を
オ
ー
バ
ー
し
な
い
よ
う
に
規

則
正
し
く
食
事
し
ま
し
ょ
う
。
ち
な

み
に
脂
肪
は
夜
つ
く
ら
れ
る
と
い
わ

れ
、
就
寝
前
に
つ
い
口
に
運
ぶ
そ
の

つ
け
は
約
一
ヶ
月
後
に
や
っ
て
き
ま

す
。　
し
か
し
あ
ま
り
有
害
物
質
、
発
癌

物
質
だ
の
と
言
っ
て
い
る
と
何
も
食

べ
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
神
経
質

に
な
り
す
ぎ
る
の
も
考
え
も
の
で

す
。
平
均
寿
命
は
伸
び
て
い
ま
す
か

ら
安
心
し
て
偏
食
を
な
く
す
よ
う
努

力
す
れ
ば
よ
い
か
と
思
い
ま
す
。

イ
ギ
リ
ス
発
見
の
旅

　
　
　
　
東
郷
中
　
工
藤
良
子

　
七
月
二
十
七
日
、
私
に
と
っ
て
初

め
て
の
海
外
へ
飛
び
立
つ
日
が
や
っ

て
き
ま
し
た
。
英
語
が
通
じ
る
だ
ろ

う
か
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
は
う

ま
く
や
っ
て
い
け
る
だ
ろ
う
か
、
そ

う
い
う
心
配
と
初
め
て
の
海
外
と
い

う
う
れ
し
さ
を
胸
に
私
は
宮
崎
空
港

を
飛
び
立
ち
ま
し
た
。

　
そ
し
て
十
二
時
間
か
け
て
い
よ
い

よ
ロ
ン
ド
ン
に
到
着
。
ロ
ン
ド
ン
で

の
一
番
の
思
い
出
は
、
な
ん
と
い
っ

て
も
ピ
リ
ン
ガ
ム
町
で
の
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
で
し
た
。
私
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

し
た
家
は
ロ
ー
ラ
ウ
ェ
ー
ズ
と
い
う

女
の
子
の
家
で
し
た
。
一
日
目
は
、
九

時
頃
ま
で
サ
ッ
カ
ー
や
バ
ス
ケ
ッ
ト

を
し
て
遊
び
ま
し
た
。
二
日
目
は
、
午

前
中
ロ
ー
ラ
の
通
っ
て
い
る
学
校

で
、
文
化
交
流
と
ス
ポ
ー
ツ
交
流
を

し
、
午
後
は
み
ん
な
と
バ
ス
に
乗
っ

て
遊
園
地
に
行
き
ま
し
た
。

　
翌
日
、
私
達
は
ロ
ー
ラ
と
別
れ
て

エ
デ
ル
の
故
郷
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
へ
向

か
い
ま
し
た
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
は

ロ
ッ
グ
レ
ア
町
と
の
交
流
会
が
あ
り

ま
し
た
。
パ
ブ
で
ダ
ン
ス
を
見
た
り

歌
を
歌
っ
た
り
し
て
と
て
も
楽
し
い

二
日
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
八
月
二
日
、
こ
の
旅
最
後
の
訪
問

地
フ
ラ
ン
ス
へ
行
き
ま
し
た
。
フ
ラ

ン
ス
で
一
番
印
象
に
残
っ
た
の
は
、

ル
ー
ブ
ル
美
術
館
と
ベ
ル
サ
イ
ユ
宮

殿
で
し
た
。
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
で
は
、

世
界
で
も
有
名
な
「
ミ
ロ
の
ヴ
ィ
ー

表
紙
へ
牧
水
の
う
た
の
解
説

ナ
ス
」
や
「
モ
ナ
ー
リ
ザ
」
な
ど
を
見

ま
し
た
。
有
名
な
絵
の
前
は
人
だ
か

り
が
で
き
て
い
て
い
ま
し
た
が
、
「
モ

ナ
ー
ー
リ
ザ
」
だ
け
は
ど
う
し
て
も
　

番
前
で
見
た
か
っ
た
の
で
、
人
混
み

を
か
き
分
け
て
何
と
か
一
番
前
で
見

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
の
有
名

な
「
モ
ナ
ー
ー
リ
ザ
」
を
と
て
も
近
く
で

見
れ
て
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。　
今
回
の
旅
で
、
日
本
で
は
見
た
り

聞
い
た
り
で
き
な
い
こ
と
を
体
験
で

き
て
と
て
も
良
か
っ
た
な
あ
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
海
外
へ
行
け
る
機
会
が

あ
っ
た
ら
絶
対
に
行
き
た
い
な
と
思

い
ま
し
た
。

き
し
つ
も
れ
る
」
は
「
静
か
に
ゆ
っ
た

り
と
落
ち
つ
い
た
感
じ
で
咲
い
て
い

る
」
と
解
し
て
い
い
で
し
ょ
う
。

　
牧
水
は
山
ざ
く
ら
の
絶
妙
の
美
し

さ
に
感
動
し
流
れ
る
よ
う
な
声
調

（
ふ
し
ま
わ
し
）
で
淡
々
と
詠
ん
で

い
ま
す
が
、
そ
の
感
動
が
私
達
に
も

伝
わ
っ
て
く
る
思
い
が
し
ま
す
。
「
う

す
べ
に
に
葉
は
い
ち
は
や
く
萌
え
い

で
て
咲
か
む
と
す
な
り
山
ざ
く
ら

花
」
も
こ
の
と
き
の
詠
草
で
広
く
愛

諦
さ
れ
て
い
る
歌
で
す
。
幼
少
の
頃

か
ら
故
郷
の
山
々
に
咲
く
山
ざ
く
ら

を
眺
め
親
し
ん
で
き
た
牧
水
は
次
の

よ
う
に
言
っ
て
い
ま
す
。
「
私
は
山
ざ

わ
た
な
べ
く
に
ひ
ご

く
ら
の
花
を
好
む
。
全
て
の
花
の
う

ち
、
も
っ
と
も
こ
れ
を
愛
す
る
」
と
。

　
こ
の
「
山
ざ
く
ら
」
の
詠
草
は
牧
水

後
期
の
自
然
詠
の
代
表
作
と
言
わ
れ

て
お
り
、
大
悟
法
利
雄
氏
は
「
牧
水
の

こ
の
一
連
二
十
三
首
は
桜
に
関
す
る

日
本
文
学
の
代
表
作
と
い
う
定
評
が

あ
る
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報係⑲2111㈹まで〉



　

回
ご
…

8
．鞘

戦
没
者
合
同
追
悼
式

▽
日
時
　
4
月
3
日
（
木
）
1
0
時
～

▽
場
所
　
成
願
寺
（
雨
天
の
場
合
は

　
　
　
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
）

納
税
組
合
長
講

　　　　　お知らせ
《インフォメーション》》

▽
日
時
　
4
月
1
8
日
1
0
時
～

▽
場
所
　
町
中
央
公
民
館
体
育
館

入
園
・
入
学
式

▽
4
月
7
日
（
月
）

坪
谷
保
育
園

▽
4
月
8
日
（
火
）

　
鶴
野
内
保
育
園
、
町
内
各
中
学
校

▽
4
月
1
0
日
（
木
）

町
内
各
小
学
校

▽
4
月
1
1
日
（
金
）

　
寺
子
幼
稚
園
・
東
郷
幼
稚
園

あ
な
た
の
声
が
道
づ
く

　
り
に
い
か
さ
れ
ま
す

《
　
　
　
方
向
や
、
渋
滞
の
緩
和
・
暮
ら
し
と

　
　
　
道
の
か
か
わ
り
・
交
通
安
全
の
確
保

　
　
　
な
ど
の
重
要
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、

　
　
　
あ
な
た
の
自
由
な
ご
意
見
・
ご
提
案

　
　
　
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

　
建
設
省
の
諮
問
機
関
で
あ
る
道
路

審
議
会
の
「
2
1
世
紀
の
生
活
と
み
ち

を
考
え
る
委
員
会
」
は
平
成
十
年
度

か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
新
し
い
道
路
計

画
の
基
本
的
な
考
え
方
の
「
中
間
と

り
ま
と
め
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
今
後
の
道
路
政
策
の
め
ざ
す
べ
き

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

☆
建
設
省
九
州
地
方
建
設
局
延
岡
工

事
事
務
所
（
調
査
第
二
課
）

　
圏
0
9
8
2
－
3
1
－
1
1
5
5

☆
宮
崎
県
土
木
部
道
路
建
設
課
（
計

画
調
査
係
）

　
圃
0
9
8
5
－
2
6
－
7
1
8
0

「
山
ざ
く
ら
原
稿
募
集
」

　
東
郷
文
芸
の
会
で
は
機
関
誌
「
山

ざ
く
ら
」
を
発
刊
し
て
い
ま
す
が
、
そ

の
「
山
ざ
く
ら
」
に
掲
載
す
る
原
稿
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
体
験
し
た
こ
と
、

思
い
出
、
創
作
、
時
評
な
ど
何
で
も
結

構
で
す
の
で
原
稿
用
紙
三
枚
以
内
に

ま
と
め
教
育
委
員
会
ま
た
は
、
鶴
野

内
渡
部
強
事
務
局
方
ま
で
お
送
り
く

だ
さ
い
。

ぶ
れ
あ
い
通
信
・
番
組

　
変
更
の
お
知
ら
せ

　
昨
年
ふ
れ
あ
い
通
信
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
そ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
、
分
析
を
行
い
、

係
内
で
充
分
検
討
し
た
結
果
、
で
き

る
だ
け
皆
さ
ん
の
要
望
に
こ
た
え
る

べ
く
現
在
の
ふ
れ
あ
い
通
信
の
週
間

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
別
表
の
と
お
り
一
部

変
更
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
役
場
や
関
係
機
関
等
の
情

報
の
ほ
か
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
ス

ポ
ー
ツ
大
会
等
の
結
果
、
毎
日
の
天

気
予
報
を
随
時
放
送
し
て
い
ま
す

が
、
今
後
は
次
の
情
報
等
も
加
え
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

＝
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
の
ニ
ュ
ー
ス

＝
譲
り
ま
す
譲
っ
て
く
だ
さ
い
コ
ー

ナ
ー
（
自
宅
で
不
用
に
な
っ
た
物
で

ま
だ
使
え
る
よ
う
な
物
や
必
要
と
し

て
い
る
物
な
ど
の
情
報
を
住
民
の
方

に
寄
せ
て
も
ら
い
、
譲
る
側
と
譲
っ

て
ほ
し
い
側
と
の
橋
渡
し
を
し
ま

す
。
）＝
近
隣
市
町
村
の
ニ
ュ
ー
ス

　
ま
た
、
皆
さ
ん
か
ら
要
望
の
多

か
っ
た
A
M
ラ
ジ
オ
放
送
に
つ
い
て

ターニャの英会話・中国語教室

と小学生の作文（一月交代）
月
曜

企画もの、インタビューもの（各

種イベントや人物にスポットを

あてたインタビュー形：式の臨場

感あふれる情報）

火
　
曜

牧水コーナー（牧水の偉業や歌
の解説）

水
曜

現代用語の解説、話題のニュー

ス（新聞、テレビ等で耳にする横

文字や理解しにくい用語につい

ての説明のほか話題のニュース

等を取り上げる）

木
　
曜

暮らしのワンポイント、知られ

ざる東郷町（現在放送している

暮らしの情報を引き続き放送

し、加えて知られていない東郷

町の一面を紹介する）

金
　
曜

は
、
調
査
検
討
を
行
っ
た
結
果
難
聴

地
域
が
多
か
っ
た
こ
と
と
多
額
の
経

費
が
か
か
る
こ
と
か
ら
実
施
は
見
送

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

心
配
こ
と
相
談

▽
日
時
　
4
月
1
5
日
（
火
）
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
林
業
研
修
館

　
　
　
今
月
の
納
税

国
民
健
康
保
険
税
　
一
期

軽
自
動
車
税
　
一
期

　
　
　
　
　
　
　
箸
葱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
次
の
方
か
ら
町

社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の
た

め
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

「
3
月
5
日
ま
で
に
受
付
し
た
分
」

◎
坪
谷
の
横
尾
江
津
子
さ
ん
か
ら

（
張
さ
ん
・
7
5
歳
逝
去
）

◎
鶴
野
内
の
塩
月
リ
エ
子
さ
ん
か
ら

（
和
太
郎
さ
ん
・
6
3
歳
逝
去
）

◎
福
瀬
の
平
野
梅
男
さ
ん
か
ら

（
富
夫
さ
ん
・
7
1
歳
逝
去
）

◎
八
重
原
の
中
竹
ト
ミ
子
さ
ん
か
ら

（
善
千
代
さ
ん
・
9
0
歳
逝
去
）

◎
羽
坂
の
佐
藤
セ
ツ
子
さ
ん
か
ら

（
眞
幸
さ
ん
・
7
1
歳
逝
去
）

◎
坪
谷
の
矢
野
千
秋
さ
ん
か
ら

（
千
歳
さ
ん
・
6
8
歳
逝
去
）

◎
仲
深
の
中
野
節
子
さ
ん
か
ら

（
満
さ
ん
・
7
9
歳
逝
去
）

◎
羽
坂
の
寺
原
和
正
さ
ん
か
ら

（
ミ
ツ
エ
さ
ん
・
8
5
歳
逝
去
）

般
寄
付

　
坪
谷
の
矢
野
千
秋
さ
ん
か
ら
社
会

福
祉
協
議
会
へ
吸
引
器
の
寄
贈
が
あ

り
ま
し
た
。
在
宅
福
祉
の
た
め
に
使

わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
一
月
届
出
分
）

出
生
　
お
め
で
と
う

中 佐 中 塩 平 岩 横 死 結 岩 上 塩 大 赤

野 藤
竹 月

野 田 尾
氏
亡 （海佐

氏 婚
田 原

月 森 亀

眞 善
千
和
太
富
一 名

ご
亘

野藤
お
紗
耶

翔 翔
ん
の
氏

満 幸 代 郎 夫 宏 強 稿
壷
博
口 幸
せ 香 渉 太 太 名

一を 名 に 保79 71 90 63 71 27 75 年
祈 子郎 賢 弘 泰 克

護
歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 齢 り

ま
二 行 隆 利 奪

仲 羽 小 鶴 福 福 坪 住 す 越迫 住 福 越 福 小 住
野 野 野 野

深 坂 田 内 瀬 瀬 谷 所 表内 所 瀬 表 瀬 田 所

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111㈹まで〉
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